






重要な軌道

●静止軌道

地軸から約4万 2000km上空の円周速度は約
3km/secで、地球の円周速度と同じである
ので、地球から見て静止しているように見
える

●太陽同期準回帰軌道

極軌道：南極から北極の極軸方向で、やや
傾斜した角度の軌道

準回帰軌道：衛星の軌道が一日あるいは毎
周回ごとにもとに戻る軌道を回帰軌道とい
い、準回帰軌道は一定の日数で、もとに戻
る軌道

太陽同期：軌道面が常に太陽の方向を向
き、赤道を通過する時間が決まっている。
よって、同じ場所では常に同じ地方時に観
測が行われる



主要な地球観測衛星の系譜

1957年　旧ソ連　スプートニク（人類初の人工衛星）

1960年　米　タイロス（初めての地球観測）

1972年　米　ランドサット（運用中）

1986年　仏　スポット（運用中）

1987年　日　MOS1,1b（もも）（～1996年）

1991年　欧　ERS（運用中）

1992年　日　JERS1「ふよう」（～1998年）

1996年　日　ADEOS1「みどり１」（～1997年）

1997年　日米　TRMM（運用中）

1999年　米　Terra（運用中）

2002年　米　Aqua（運用中）

2002年　日　ADEOS-II(～ 2003年）

2007年　日　ALOS（だいち）（運用中）

















1972年 11月 26日MSS 2001年 11月 27日

詳細を見たい人はホームページを見てください
http://dbx.cr.chiba-u.jp/gdes/index.html











中国の穀倉地帯「華北平原」　平原部の色に注意



1998年のノン江、松花江の洪水

画像の幅は500km



現在はMTSAT（多目的運輸衛
星）が運用中











まだまだ衛星はありますが、
ここらでやめておきましょう

もっと調べたい人はJAXAや RESTECのホームページを訪
れると良いでしょう

また、ESAや NASA、 NOAAのホームページでも紹介がた
くさんあります

その他、各国の宇宙機関や衛星ビジネスを行っている会
社等があります
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